


























































































































































































































































































際， 30+ 20→ 300 + 200→ 0.3 + 0.2→3/6 
+2/6と数の範囲を広げて考えていくことも
「発展的に」学習を進めることになる。それぞ
れの学習では，「10が（3 + 2）こ， 100が（3





























































































































































































































































































































































































































































































































































また，尋常小学算術（通称、緑表紙） ( 1935～1943) 
の算術教育の目的は，「児童の数理思想を開発し，
日常生活を数理的に正しくするように指導する
こと」であった。塩野（1934）は数理思想につ
いて，「数理を愛好し，これを追求するの感情を
盛んならしめ，そうして自然現象，社会現象，
精神現象，その他各現象の中に数理を見出し，
これを解決し，進んでは数理的に正しく生活せ
んとする精神的態度を養うこと」と述べている。
我が国では昔から子どもたちの「数学的な見方
・考え方」の育成を目指してきたことが分かる。
今回の学習指導要領の改訂では，昭和43年版
の小学校学習指導要領の目標の二重構造が取り
入れられている。算数教育で大切にされてきた
「数学的な考え方Jが「数学的な見方・考え方J
として復活強調されているように見える。「温故
知新」「不易流行j という言葉がある。算数教育
においても，これまでに先人が考え目指してき
たことを知り，これからの教育に生かしていく
ことが重要だと考える。また，さまざまに言葉
が変わっても，本質的に変わらないものを見つ
め，大切にしていきたいと考える。
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